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　　　　　　　　　　 緒　　言

　 小児 ス トロ フ ル ス の 成因 に っ い て は ， 古 くか ら多 くの

研 究者 に よつ て 検討 さ れ ， 種 々 の 原因や 誘因す な わ ち昆

虫刺症
1⊃〜4，，季簿的因子

5）E｝

，種痘や熱性症患
5）η

， 胃腸

障 害
5｝ 7］“’10 ｝

，食餌
1，〜勘

との 関係等 が論ぜ られ て い る。

　 著者は 日常 の 診断経験か ら，
ス トロ フ ル ス 症例 の 多 く

が食餌と深い 関係を有するこ とを認め ， 食餌ア レ ル ギー

の 面からス トP フ ル ス を検討せ ん とした．

　 従来 ， 食餌 ア レ ル ゲ ン の 確定方法 として は ，疑わ しい

食餌の除去 に よ り症 状が消失 し，その 後再投 与に よ る誘

発試験 で症状 が 出現す る とい う事実の 観察 に よ っ て い

る．そ の 上 に補助的手段 と して食餌抗原 に よ る 皮嚼反

応， PK 反応，血清抗体の 試験管内証 明等が 行わ れ て い

る ．

　 小児 ス トロ 7 ル ス に っ い て も，臨床的 に 食餌 との 関係

を 検索 し，皮膚反応にっ い て 検討を 加え た 報告 は あ る

が ， 成績は 必ずし（〉　
一
定 して い な い ．また血中抗体との

関係を論 じた 報告は 手許の 文献 に は 求 め 得ら れ な か つ

た 。著者 1ま小 児 ス ト T フ ル ス の 患 都 こ っ い て ，
BDB 赤

並廴球凝集反応 を 用 い て 血 中抗体を測定 した ．そ の 結 果 ，

除去 と誘発 に よつ て 臨床的 に ア レ ル ゲ ン と確定 した 食餌

に 対 して，画1清BDB 抗体 1襾が 明 らか に 高値 を 示 す 場 合

が 多 く．血 清 BDB 抗体価 が 食餌ア レ ル ゲ ン の 診断に有

翅 であ る と思われ た の で報告す る．

　　　　　　　　対象お よ び方法

　1． 対象

　昭 和37年春 よ り38年冬 ま での ほ ぼ 1 年半の 間 に ，群 属

大 学医学 部 小 児科外 来 を訪 れ た 小 児 ス トロ フ ル ス の 乳 SJ；

児を対象 と した ．こ の 際食餌 ア レ ル デ ン の 確定 の 便宜 の

た め に ，食餌内容の 比較的 〜i隻純 な 年少兜を特 に 対象 と し

て選んだ．症例数は 16例で，年令は離乳時 か ら 2 才まで

11例， 2才以 上 4 才まで 5 例 で あ っ た．

　 2． 食餌

　 研 究の都合上 ，問題 に す る食餌 ア レ ル ゲ ン を牛乳お よ

び鶏卵 の 2 種類 に しぼ っ た．そ の 理 由は ， 幼若時早期 よ

り与2．られ る異種蛋白と して は第 1 に牛乳，次い で鶏卵

であ り，実際に ア レル ゲ ン が牛乳お よび鶏卵 であ る揚合

が 多 か っ た か らであ る。な お ，こ こ に い う牛乳とは 生 牛

乳 ，市乳 の み で は な く，こ れ を材料 とした 加工 品
一

切を

意味 し，鶏 卵の 場合 もこ れ を 含 む全製品 を 意昧す る．す

な わ ち箸 者が牛乳 ， 鶏卵お よびそれ らの 製品 と して問題

に した食品は 次に列挙する よ うな もの であ り，ア レ ル ゲ

ン 検 索の た め に行 う問 診，食餌 日誌 の 検討，除去を指示
’

す る場合 な どに際 して こ れ ら
一

切 に 注意を払 っ た．

　 牛乳 お よ びそ の 製品 ： 牛乳 ，
コ
ー

ヒ
ー

牛乳 ， フ ル
ー

ツ

牛乳 ， 粉乳，
層
練乳，エ バ ーミノし ク ，ヨ ーグ ル ト類 ，カ ル

ピ ス 等乳酸飲料，ビ ス ケ ッ ト， ク ラ ッ カ
ー

， ウェフ ァ
ー ．

ス
，

キ ャ ラ メ ル
ロ

ミ ル ク チ ョ コ レ ー 1  パ ン
， ケーキ ，

バ ター
， チ ーズ．ク リー

ム ，牛肉等．

　鶏卵及 び モ の 製品 ：：鵈卵，マ ヨ ネ
ー

ズ ソ ース
，

カ ス テ

ヲ ， ク
’一

キ ， ドーナ ツ ，瓦 せ んべ い ， フ ラ イ の 衣 や そ ば
’

やの つ な ぎに用い る鶏卵 ，鶏肉，ガ ラ 等．

　3．　 ア レ ル ゲ ン 診断方法

　 a ） 問診 　次の 各項 「1に つ い て問診 した．

　 i）家族溢　特に ア レル ギー性疾患の 有無に っ Viて 聞

い た ．

　 ii）乳児期栄養方法　4：乳 や粉乳 の
fJ．え方に っ い て 質

問 した ．生 後間 も な い 蒔期で 母乳 分 泌 の 不 売 分 な 期問

に ，粉乳や 牛乳 を 与 え られた か ど う か も 淀意 して 聞 い

た ．
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　 i重i）離乳状況　牛乳，鶏卵の 与 え 方 を 聞い た ．

　 iv）現 在 の 食餌内容 　牛乳 や鶏卵 の 摂取 頻疫 ， 調理 加

工 の 程度等に つ い て 聞 い た．

　 v ）既往歴　ス ト ロ フ ル ス 以外の 種 々 な 疾患．特に ア

レ ル ギー症状の 有無を聞い た，

　 v 三）現症歴　ス ト ロ フ ル ス の 発症状況，発症前 の食餌

に つ い て ， でき る限 り くわ し く聞い た。母親 の 観察で，

明 らか に牛乳お よ び鶏卵 が ス ロ フ ル ス の 原因 である と訴

え る場 合は 参考 に した が，誘導す る 2 う な質問 に な らぬ

よ う配慮 した．

　b） 食餌日誌　問診 の みでア レ ル ゲ ン を推定でき る場

合 もあ つ た が，多 くの 場合 に は 更 に 食餌日誌を っ け させ

経過を観察す ろ こ とが必要であっ た．食餌 日誌には，患

者 が摂取 した もの は そ の 量 の 多 少 に か か わ らず 漏 れ な く

記録さぜ ，皮疹の 消長，便通なども具体的 に 記録させ て

参考 と した．患者が来診する時は い っ も持参 さぜ ，除去

が 完全であ るか どうか ， 誤っ て摂取 した 時 は身体状況に

何 らか の 変化が 無 か つ た か どうか等を検討 し ， 新た な 指

示 を与 え た．

　 c ｝ 除去試験お よ び再投与に よ る誘発試験

　問診お よ び食餌 日誌 より，ア レ ル ゲ ン と推定さ れた食

餌 を ま ず厳格 に 除 去 して そ の 効果 を観察した。除去に よ

り効 果があ っ た場合 は ， 再びその 食餌 を 与 え て ス トロ 7

ル ス が 出現す る か ど うか誘発試験 を行 っ た ．誘発試験 ほ

計画的 に 行っ た場合の 値に，除去期間 中に患者が誤 っ て

摂取 して しまつ た 場合 も参考 とした．こ の 除去試験 に よ

る効果 ，再投与に よ る誘発 の 両 者 が 明 らか に認 め られた

場合 に ， そ の食餌が ア レ ル ゲ ン であ る と確定した．乳 児

に おい て 牛乳除去が 必要であ る場合には，大豆 粉乳 （主

と して ゼ リヤ 製 ソ
ー

ヤ ヲ ク ト，一一部 に 明菓試作品 ソ
ー

ヤ

ミル ク）を使用 レた．

　d ＞　BDB 赤 血 球凝集交応 に よ ろ 洫1中抗体の 測定，食

餌 ア レ ル ギー
の 研 究の

一環として 教室の 三 友
L9 ｝は 人 血 清

中の 牛乳お よ び 鶏卵に 対 す る抗体価を BDB 法 （Bis−

Diazot…zed 　Benzidille　Hemagglutination 　Test）
29

） に よ

り測定 し， 年令的変動 に つ い て報告 して い る．　本研究

で ち三 友の 方法に 従 つ て 宰乳お よ び 鶏卵に 対す る 血清

BDB 抗体価 を測定 した ．牛乳は ア ル ブ ミ ン，グ ロ ブ リ

ン ，カ ゼ イ ン の 三 分画，鶏卵は 卵白，卵黄の 二 成分 に 分

け て行 っ た ，

　　　　　　　　　 症 　　例

　症例 1　 高○聡　　1 才11ヵ 月　 ¢

　家族歴　父1ま山 芋 を食べ る と 冂 膊腫脹 す る ．母方 祖母

は ピ リン 疹を 生 ず る．．

　離乳状況 　 丁 カ 月 よ り全熟卵黄．

　現在 の食餌　鶏卵入 りお じや，パ ン など。

　既往歴　4 ヵ 月 よ り顔面 ， 耳朶，頚部に 湿疹 を生 じ，

現在まで続 い て い る．

　現症歴　3τ年 11月 7 日 （1 才 4 カ 月）午後．イ ン 7 ル

エ ン ザ ワ ク チ ン を接種．夕方 よ り後頚部に 廣痒 あ る 発疹

を 生 じ始 め，同 じ発疹 が 全身に新生 しっ づ け る た め 11月

15日当科受 診．初診時所見は，下 腿特 に 左 下腿 に大豆大

の 発赤を伴 つ た硬 い 丘疹 が 10個出現 して ts　1），そ の 中

1 ， 2・個は 水勉 を 形成 して い て，明 らかに ス トロ フ ル ス

疹で あ つ た．多 くの もの i＃発赤 を 伴っ た 丘疹乃 至 は 膨疹

であ つ て ，ス トロ 7 ル ス の 初期段階の もの と思 わ れ た ．

足脊，手堂 に も 1 ，2 個宛同様の 発疹 を 認 め る 他，躯

幹，上肢 ， 後頚部に は痂 皮形成と 色素沈着 を 多数認 め

た ．更 に 額，耳介は 粃糖様落層 が 目立 ち ， 下腹部，臀部

に は 境界や S 鮮明な雀卵大の 湿疹面 が 数個認 め られた ．

　ア レ ル ゲ ン 診断　孵化鶏卵を培地と レて 作 られ てい る

イ ン フ ル ＝ ン ザ ワ クチ ン 接種を契機 と して 発症 して い る

こ と よ り， 鶏卵 と関係深 い と推定 し，鶏卵除去を指示 し

た．以 後 ス ｝ロ フ ル ス は新生 しな くな っ た．約 2 カ 月後

の 38ft　1 月11日 ， 誤 っ て カ ス テ ラ を 摂 取 した 処 翌 日に ス

トロ フ ル ズ が出現 した ．そ の 後更に 5ヵ 月 間鶏卵除去 を

続けた後，半熟卵
且

！、個を投 与 した． 4時聞後に左 下肢伸

側 に， 6時閲後に 臀部に発赤が出現し始め
， 膨 疹 とな り

翌 日 に は硬 い 水疱を形成 して 来た．顔面 に も蒜麻疹様膨

疹の表面に細 かい 水疱 が 多発 して ， そ れもや が て 水庖 を

有す る ス トロ フ ル ス 疹 とな っ た．湿疹は 鶏卵除去 に よ り

あま り影響 を う け な い よ うで あ っ た．牛乳 お よ び鶏卵抗

原に よ る皮膚反応を行 っ た が ， 掻破反応，皮内反応 の 何

れ も陰性であ つ た．

　　　　　図 1　 症 例 1　 高 ○ 聡 1 オ 11月 rJ
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BDB 抗体価

牛乳 ア ル ブ ミ ン

　 　 グ・ロ ブ iJシ

　　 カ ゼ イン

鶏卵　卵黄

　　　卵白

小 括 ．

37．　11．　17　　　38．　1．　18
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　　　 80　　　　　　 80
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　　 5，
120 〈　　　 5，

120

　　　　イ ン フ ル エ ン ザ ワ ク チ ン 接種 を契磯 と して 発症

し，鶏卵除去に よ り消失し，再投与による誘発試験が 2 回

陽性 であ つ た．鶏卵 が ア レ ル ゲ ン で あ る と謝定 し た．鶏卵
　 　 　 　 　 しも 　　　’
に 対する BDB 抗体価は 2 回 とも異常な高値を示 した．

　症 例 2　石○雅0 　 2 才 4 ヵ 月　 ♂

　既往歴　3丁年夏 （1 才 6 ヵ 月）頃 ， 鶏卵 を続 け て摂取

した 後 ス トロ フ ル ス 出現．

　現症歴 38年 4 月28H （2 才 3 カ 月）夜 ， 全熟卵 2 個

摂取．翌日午後よ り癢痒を訴え ， 四肢 ， 頚部に ス 1：ロ フ

ル ス を 出現 した． 1 週間で新生止 っ て い たが， 5 月10日

頃 2
，　3 回 生卵摂 取 した後，ス トロ フ ル ス 再燃 し，同時

に眼脂，鼻汁が著明 と な っ た ．5 月13 日初診時所見 は，

両側下腿屈側お よ び肩甲部 に 水疱形成 の 明 らか な ス トロ

フ ル ス 疹が 10数個認 められ た ．そ の 他頚 部 ， 前胸 部に は

蕁麻疹 乃 至 丘疹性 の 発赤を 認め ，
ス 1・　．rl フ ル ス の初期の

発疹 と診断され た ．腹 ，脊部 に は色素沈着が 多数認 め ら

れ た ．

　ア レ ル ゲ ン 診断食餌に対す る問診 よ り， 鶏卵を ア レ ル

ゲ ン と推定 し・， 鶏卵除去を摺示 した．2 日後 には水疱 であ

つ た もの の 大部分 が鰤皮形成を 示 し ， 紅斑であ っ た もの

は水疱形成に進行 せ ず消退し ， 5 日後には ス トロ フ ル ス

の 新生 全 くな く．眼脂，鼻汁も消失 した ．1 週問後 5月

2e 日 夜 ， 全熟卵 1個を投与 した とこ ろ 22日朝，左 手，右

足 ， 右顎な どに 1， 2個宛 大豆 大の 発赤 と軽度 の 膨疹 が

37．6
↑才6R

図 2　症例 2 石 ○雅 02 才 4 月 ♂

　　　 ア レ ル ゲ ン ： 鶏卵

38．4．2ε　5．｛
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出現 して お り ，
ス ト ロ フ ル ス の 再発 と診断 した．

BDB 抗 体価

牛乳 ア ル プ ミ ン

　 　 グ P ブ リン

　 　 カ ゼ イ ン

鶏卵　卵 白

　　　卵黄

小括
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1 ：2，560

　 　 　 80

　 　 　 160

　 　 　 320

　 　 2，560

　　　　問診 よ り鶏卵 をア レ ル ゲ ン と推定 ， 鶏卵除去 に

よ り消失 し ， 再投与に よ り誘発 された ．鶏卵が ア レ ル ゲ

ン であ ろ と確定．鶏卵 に 対す る BDB 抗 体価 が 高値であ

っ た ．

　症例 3　 紫○厚0 　 1 才 4 カ 月 ♂

　現在の 食餌 毎 日 鶏卵 1 個 ， 生 ま た は 調理 し て 摂取．

牛乳 3合，ヨ ーグル ト 1個等．

　現症 歴　38年 6 月 8 日 （1 才 8 カ 月）か ら，上肢お よ

び前胸部に痰痒あ る発疹 が 出現し始めた． 6 月11日当科
’

初診時所見は，右上肢特に前膊屈側 と右前胸部に発赤を

伴う丘疹が 10個位認め られ ， 発疹 の 幾 っ か は 硬 い 水疱 を

形成 してお りス トロ フ ル ス と診断 した．

　ア レ ル ゲ ン 診断　先ず鶏卵除去を指承 した．2 日後 に

は発赤消失 し，2k疱の項点に 痂皮を形成 して い た．また

発疹の 新生 は 全 くな くそ の ま ま消退 して 工週間陵に は 小

さ い 痂皮を認め る の み とな っ た． 2週問後再来 の 折 に 食

餌 日 誌を検討する と ，
21日野菜 サ ラ ダ

，
22N ドーナ ッ 摂

取，22日 よ り左足部と右戸 に ス トロ フ ル ス新生 の 事実 が

解っ た．以 後 鶏卵除去 を厳重 に し約 2 カ 月間 ス トロ フ ル

ス は出現 しな い ．

BDB 抗原価

　牛乳ア ル プ ミン

　グ ロ ブ リン

　 カ ゼ イ ン

鶏卵　卵白

　　　 卵黄

小括

涯艮脂

出 DB抗 体 価

｝　 署鳥叩 卵 臼
　 　 　 卵 遷

　牛孚しアルブミン

1 獅

1釧71
’32025602

，560
　 80
　 160

38．　 6 ．25

1 ： 640

　 　 　 10

　 　 　 10 ・

　 　 2，560

　 　2
，560

　　　　鶏卵 除去 に よつ て 消 失 し，食餌日 誌 よ り鶏 卵 製

品摂取に 圭 ろ再発が明 らかであ る．鶏卵を ア レル ゲ ン と

確定．鶏卵 に 対する BDB 抗 M；f［Lfiが 著 し く高値で あ っ た ．

　症 例 4　 高○繁0 　 1才 6 ヵ 月♀

　家族歴 　母 ：ま鯖に て蔀麻疹

　離乳状況 　4 カ 月 よ り顆 1【’，み そ 汁． 8 ヵ 月 よ り鶏

卵， 9 ヵ 月 よ り魚類

　現在の 食餌 　鶏卵1 個 ，牛乳 3 合。鶏肝臓 を 比較的頻

回 に摂取

　既従歴 38年 1 月 （1 才 3 カ 月） 1
’
1色便下痢症
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　現症歴 　自色便下痢症 の 後約 1 ヵ 月間，鶏卵摂取を 止

めて い た が ，
2 月10 日

， 全熟卵ソ2鰯摂取．翌朝 ， 額や頬

に ス ト ロ フ ル ス 様 の 赤 くて 硬 い 発疹が 5 ， 6 個出現．

　ア レ ル ゲ ン 診断 ．鶏卵除去によ り数 日で消失．ほ ぼ 3

ヵ 月間除去を 続 け た後 5 月 （1才 6 ヵ 月） に至 り，会

熟卵 1 日 1個宛数 日間摂取した後，右 下肢に小 豆大の 赤

い 発疹 が 多数出現 し ， 翌 日 に は形 も大 き くな り硬 い 水疱

が形成 さ れ て療痒 と軽い 痛み を訴え た ．鶏 卵 摂 取 を 続 け

て い ると発疹は左下肢 ，前胸部に も拡 大 した ．5 月29日

来診時所見 は ， 主 に 右の 下腿 ， 大腿前 面 ，第 3趾 と左 肩

部 に大 きい もの は 半大豆 大位に達する硬 い 水疱，また は

水疱 が破 れて ビ ラ ン した ス トP フ ル ス 疹を多数認め た．

鶏卵除去を指示 して 2 日後に ：ま大 き い 水疱が 1個残 っ て

い るの みで ， 他 は 全 て 痂 皮 とな り ， 新 生も見られ な か っ

た．

BDB 抗体価

牛乳 ア ル ブ ミ ン

　 　 グ ロ ブ リ ン

　　 カ ゼ イ ン

鶏卵　卵 白

　　　卵黄

．小括

38．1 ．19

1 ：2，560

　 　 　 0

　 　 　 20

　 　 1，28e

　　2，560

　　　　鶏卵除去に よ り消失，再投与 に よ り出現 した ．

鶏卵 をア レ ル ゲ ン と確定。鶏卵に対す る BDB 抗体価 が

非常 に 高値であ っ た．

　症例5　上 ○佐03 才 3 ヵ 月♀

　家族歴　父 は牛乳で下痢 ， 蕁麻疹．母は 牛乳で下痢 ，

魚類で 蕁麻疹．

　乳児期栄養方法　人工 栄養

　現在の 食餌　牛 乳 2
， 3合 ，

バ タ
・一，チ ー

ズ な どの 牛

乳製品を好む．魚 ， 豚 肉 ，
レ バ ー等の 摂取頻度が高い ．

鶏卵 は あ ま り好 まず ほ とんど摂眼 して い な い 。

　既往歴　37年夏 （2才），頭 ， 胸 ， 腰部に 汗疱様発疹が

多発． 3Ttlill月．ゼ イ ゼ イ が約 1 カ 月間持続 ． 38年 1

月 ，
37℃ 台 の 発熱 と と もに 口 唇腫脹 ，

［1腔粘膜 発 赤，眼

険結膜充亅血，肛 門周闘発赤を認め粘膜皮膚眼症鰐 洋と診

断さ れ た ．常 に 口 角 ビ ラ ン が あ る．

　現癨歴　家族歴 お よび既往歴 よ りア レ ル ギー
素因が強

い と考 え ， 牛乳お よ び鶏卵の 摂取を制 限 した．38年 6 月

3 日 （2 才 10ヵ 月）夕食 に卵焼を摂取 ，閣 ロ午後 よ り癢

い 発疹が被髪頭部に出現 し．た．丁 日朝卵入 り煮込み うど

ん を渋取，午後 4 時頃 よ り顔面 に紅斑 が出現，夕方 に は

下肢伸側 ， 頭綿 に も紅斑 が 認 め られ た ．1ユ日 来診 llき所見

は ，右大腿 に 水疱 が 破れ て 1・）・泌物 が に じん で い ろ 発疹

を，右膝 の 周 囲 に 3 ，4個発赤あ る丘疹 を ， 右上腕 と左

手 に丘疹と痂皮形成を認め ， 癰 痒を訴え た ．ス トロ フ ル

ス と診断 した ．

　 ア レ ル ゲ ン 診断　牛乳 お よ び 鶏卵畭去 を完 全に 行 う．k

う指示 した．発赤 は翌 日午後に消失 し，すでに水疱であ

っ た発疹は翌 ．々日に 乾燥した 痂皮とな っ た ．新生 もな く

急速に消失 した．その 後 ビ ス ケ ッ ト，カ ス テ ラ ， ナ ラ ダ

な どの 加 工 晶を摂飯 して もス トロ フ ル ス は 出現 しな か っ

た ．約 2 カ 月後 ，
8 月 9 日夕方，牛乳 とヤ ク ル トを摂取

した処翌 ロの 夕方 より下腹 部．陰股部に ス b ロ フ ル ス が

出現レた ．更に 2 カ 月半後 ，
11月26日夕食に鶏肉を，27

口に全熟卵
11

ε稠を摂取 した処28日 に ス トロ フ ル ス が出現

した．牛乳 お よ び鶏卵抗原 に よ る 皮膚反応 は 陰性であ っ

た ．

BDB 抗体価

牛乳 ア ル ブ ミ ン

　 　 グ ロ ブ リ ン

　 　 カ ゼ イ ン

鶏卵　卵白

　　　卵黄

38． 1 ．23

1　　 320104016e160

　小括　牛乳お よび卵白除去で消失 レ ， 加 工 品の 投与で

は誘発 さ れ な い が，牛乳お よ び 鶏卵の 再投与 で 出 現 し

た ．牛乳，鶏卵が ともに ア レ ル ゲ ン であ る と確定 した．

牛乳 ア ル ブ ミン と鶏卵 に “
’・±す る BDB 抗捧価 が や s 高値

であ っ た．

図 3　症例 5 　上 ○ 佐 0 　 3 オ 3 月 ♀

　　 ア レ ル ゲ ソ ： 牛 乳 お よ び 鶏 卵

瀦 月
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　症 例 6　娯 ○ 博　 2 才 4 カ 月 6

　乳 児期 栄獲方 法　出生 ｛麹 O 日 間 1’よ産院に て 稀釈牛乳 を

与 え ら れた，そ の 後 3 カ 月 ま で 母乳 ， 以後粉 ミル ク に よ
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70− （198） 食餌 ア レ ル ギ ーの 研 究

る人 工 栄養．

　 離乳状況　 2 カ 月 よ り果汁 ，
4 カ 月 よ り全熟卵黄 ，

11

カ 月 よ り全卵．

　 現在の 食餌　牛乳 2 ，3 合．生卵等．

　 既往歴　 3 カ 月 頃 よ り下痢便 と硬便を くり返 して 便性

不定であ っ た ．11カ 月 よ り風邪を ひ くと ヒ ＝
一・一ヒ ＝ ・．一が

強 く，時 に呼吸困難を認 め た．皮膚全体 が か さ か さ して

い て 肩 ， 胸 ， 下腿に落屑が著明．1才 5 ヵ 月よ り鶏卵摂

取 を制限 し，便性 が 比較的安定 した 。

　 現症歴　38年 4 月初旬 （1 才 6 カ 月） よ り右 下 腿 ，

胸 ， 頚部 に綴痒の 強 い 大豆大の 赤 い 膨疹が出現 し，壷日

に は 小 豆 大の 丘疹 と な り 3 日 目に は項点に 水疱が 形成 さ

れ、て 来 て ，
ス トP フ ル ス ト診断され た．10M 間ぐら い で

一
旦治癒し た．し か し 4 月1T日 よ り再び同様 の 経過 を も

つ て発疹 が出現し始 め ， 20日 に ミル ク キ ャ ラ メル を摂取

して 後，一
層著明とな っ た ．4 月26 日 来院時所見 は，四

肢特 に 右 ヒ肢伸側か ら肩に お よぶ 部位と， 大腿お よび 胸

部に ，一
部 は 水疱を有す る丘疹，多 くは発赤 を伴 う丘疹

が 多数認 め られ ，
ス ト ロ フ ル ス と診断 レた ．胸脊部皮膚

は全体 に か さ かさ して い た．

　ア レ ル ゲ ン 診 断　牛乳 お よ び鶏卵 除 去 を 指 示 した ．そ

れ 迄10日間新生の続い て い た発疹は 翌 日 2τ日 よ り新生 渟

止 し，発赤乃至丘疹であっ た もの は水疱 を 形成 す る こ と

な く消退 し，
28E に は水疱 が 痂 皮に 変 り，

29 日 に は痂皮

が とれ て色素沈着を示 す もの が 認め られ た， 6 ヵ月余り

除去を続 け，夏 の 間 もス 1・　 vr フ ル ス ｝ま出現せ ず ， 喘鳴や

下痢 も起 らなかつ た．11月15 日頃か ら牛乳30ccを 4 日間

投与 し た 処臀部 に ス ト卩 フ ル ス が出現 した．牛乳お よ び

鶏卵抗原 に よ る皮 r甫反応は 陰性 であつ た．

BDB 抗 体価

牛乳 ア ル ブ ミ ン

　 　 グ ロ ブ リン

　 　 カ ゼ イ ン

鶏卵　卵白

　　　卵黄

小括

38． 3 ．12

　 1　 　640

2，5602

．560 ＜

　 38．12．9

1　 ＜ 20

　 　 　 0

　 く20

　 　 　 0

　 　 320

　　　　下痢 ， 喘鳴，乾燥型湿疹等の ア レ ル ギー
症状 を

併有 す る ス トロ 7 ル ス 症 例で，牛乳 お よび 鶏卵除去 に よ

り ス トロ フ ル ス び消失 し，　同時 1こ 下痢， 喘鳴も消失 し

た ．牛乳再投 与に よ リ ス トロ フ ル ス とi』1現 し，牛乳 が ア レ

ル ゲ ン であ る．と確定 した。牛乳 ア ル ブ ミ ン に 対する BD

B 抗体価 が 高 か っ た．そ して 除去後 に は 低下 す る 傾向 苧

認 め られ た．鶏卵に 対 す ？．　BDB 抗体価 も非常 に 高 い

が
， 誘発試験 が 行えず ，

ア レ ル ゲ ン であ る と確定す る こ

と がで き な か っ た ．

　 症 例 7 木○靖 2 才 ♂

　 家 族 歴　父 母共 に 蕁麻疹

　 乳 児期栄養方法　出生後数 日間産院に て 粉乳を与 え ら

れた t6 ヵ 月まで母乳 ， 以後粉乳 との 混
・
合栄養．

　 離乳状況　 6 カ 月 よ り卵黄，
ヨ ニ グ ル 1・，

8 ヵ 月 よ り

牛乳．

　現在 の 食餌　牛乳 2 合 ， 鶏卵 ユ 個等

　既往 歴 369i　丁 月 （11ヵ 月）頃よ り時 々 ス トP フ ル ス

が 出没 して い た ．36年12月，粘膜皮膚眼症候群 に 罹患 ，

下 痢 し易い ，

　現症歴 　37年 6 月初旬 （1 才11カ 月）， 下痢 と共に 四肢

伸 側お よ び 下腹部 に 鳩卵 大乃 至 捌 指 頭 大の か な り大 き い

紅斑 を隼じ癢痒を訴え た。こ の 紅斑は や が て 丘疹とな

り ， 更に水疱を形成 して 来 て ス ト ロ フ ル ス と診断 され．
，

抗 ヒ ス タ ミ ン 剤を投与 さ れ て 4 ，5 日 で
一

旦治癒した ，

6 月28日 より再び下腹部に ス ト卩 フ ル ス が 出現 し始め ，

同時 に 眼険腫 脹 ， 耳 朶の 発赤，否乳頭増殖，指尖部発赤

腫脹，肛 門部発赤な どが認め られ．た ．翌 日当科受診 し ，

粘膜 皮 膚 眼 症 候群 と診断 さ れ た ．初診 時 所 見は 下腹部 に

ス トロ フ ル ス 疹 を認 め癢痒を訴 える他，四 肢，躯幹に ぽ

ス トロ フ ル ス に よ る色素沈着が 多数認め られた．また手

掌 ，足底は浮腫性で軽度に発赤 し ， 左右 耳介 ｝ま紫赤色を

呈 し ， あたか も凍瘡様であ っ た ．

　ア レ ル ゲ ン 診断　鶏卵を 除去 し，綜合 ビ タ ミ ン 剤を投

与 して 経過を観察した ．3 日 目に ぽ ス トロ フ ル ス の新生

は 全 く認 め られず ， 粘膜 喫膚症候群 の 所見 も殆ん ど消失

した． 5 日 目の 7 月 4 日 に鶏卵と鶏肉 を ，
5 日 目 に 鶏卵

とカ ス テ ラ を摂 取 した 処 6 日 目夕 方 よ り右足部 に ス トロ

フ ．ル ス が 出現 し ， 更 に 鶏卵 摂坂 を続 け た 処 ス トロ フ ル ス

は 大腿 ， 肩等に多数出現 し新生が続い た ．鶏卵 を除去 し

て 新生 が 止 ま り，ス トロ フ ル ス は 消退 した 。

HDB 抗体価

牛乳 ア ル ブ ミ ン

　 　 グ ロ プ リン

　　　 カ ゼ イン

鶏卵 　卵 白

　　　卵黄

小 括

37ET ．　 9

1　 　 40

　 　 640

13T

．12．　1

　 　 0

　 　 0

　 　 20

　 6405

，工20 ＜

　　　　鶏卵除去に よ り消失 し再投与で出現 レた．鶏卵

をア レ ル ゲ ン と確定 した，鶏卵 ， 特 に卵黄 に対 す ろ BD

B 抗体 価 が高値 で あ つ た．

　症例 8　 志○貴 0 　 9 カ 月 さ

　乳 児期 栄養〃法　出 生1受1 週間，産院 に て稀釈
ノ

ト乳 汚亡

与 え られ た．そ の 後 4 カ 月 ま で 母乳 ， 以 後粉 乳 と の 混 合
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栄養

　 離 乳状況　 6 カ 月 よ り卵黄　
層

　 現在 の 食餌　母乳 ， 粉乳 ， 卵黄等．

　既往歴　生後 1 ヵ 月 ま で 吐 乳多 し． 4 カ 月 に て粉 乳 を

与え始 め て 1週間後に ， 全身に大 きな蕁麻疹 を生 じ， 粉

乳を ロ区吐 した．何れの 症状も 3 日位で
一

旦消退 したが，

そ の 後 も時 々 蕁麻疹 が 出現 し， 岡時 に 嘔 吐 が み ら れ た ．

　現症歴　3丁年 6 月末頃 （5 カ 月） か ら奪麻疹様発疹 が

永疱を形成 し ， 大き な硬い ス トロ フ ル ス 疹 となっ た ．モ

の 頃風邪をひ くと決 っ て粉乳を嘔吐 し，氷様粘液緑色便

とな っ 党 ∴ そ して 粉乳を飲 ま な くな っ たた め ，卵黄等を

用い て 離乳を開 始 した が ，
ス トP フ ル ス や吐乳，下痢は

同 じ よ うに 続 い た ．

　ア レ ル ゲ ン 診断　既往歴 よ 1）牛乳 ア レ ル ギーを推定．

牛乳除去 ， 大豆 粉乳使用 を 指示 ．ス トロ フ ル ス 消失 し，

同時 に 吐乳減少．便性改 善が 見 られ ， 患 児は 気嫌 よ く大

豆 乳 を飲 んだ．

BDB 抗体価

牛乳ア ル ブ ミ ン

　　 グ ロ ブ リン

　 　 カ ゼ イ ン

鶏卵　卵 白

　　　卵黄

小 括

3T．8．24

1　　2，360

　　　 Be （160）

　 　 　 3201

 

640

　　　　 既往歴 お よ び牛乳除去に よ る 効 果 よ り，牛乳 を

ア レ ル ゲ ン と確定．牛乳 アル ブ ミ ン に対 する BDB 抗依

価が 非常 に 高値であ っ た．

　 症例 9　町○在0 　1 才 S

　 乳 児期栄養方法　混 合栄養

　 既 往歴 先天性心室中隔欠損．2 カ 月より頚部に湿疹

を生 じ現在 に お よん で い る．11カ 月の 時 ，生卵を 摂 取 し

た 処 ，そ の m の 中に 拇指頭大 の 蕁麻疹 を 生 じた ．そ の後

も生卵を摂販すると蕁麻疹 を生 じた．

　現症歴　3丁年 4 月 15日 （1 才） 右 下 腿 に蕁麻疹様発疹

を 隼 じ，癰痒 甚 しか っ た．同様の 発疹 が 大褪，腹，脊部

に も新生 した．19 日初診時所見は ，右下褪伸側に発赤 を

有 す る丘 疹 が 多 発 して お り ，

一
部は硬い 水疱を形成 して

い て 典型的 な ス トロ ンル ス であっ た．大腿 ， 胸 ， ．脊部に

は蕁麻疹様の や 、 隆起 した発赤 が 認め られた．そ し て 母

親の 訴 えに よれ ば ， 下腿 に 見 られ る 水疱形成の ス 】こ ロ γ

ル ス 疹 も ， 始 め は 現在 大腿などに 認 め られ る もの と 詞 じ

蕁麻疹様発疹 であ つ た とい う．

　 ア レ ル ゲ ン 診断　牛乳，鶏卵除去，大豆 粉乳使用を指

示 した．痰痒 が 甚だ しい た め局所に 抗 ヒ ス ク ミ ン 軟膏 を

使用 した．発疹 は 急速 に軽快 し，除去 5N 目に は完令 に

痂皮の み とな っ た． 7 日目の 昼，牛乳 1 合投与 した処翌

日朝 よ り下腿 に ス トロ フ ル ス が出現 し た．

BDB 抗価

牛乳 ア ル ブ ミ ン

　 　 グ ロ ブ リ ン

　 　 カ ゼ イ ン

鶏卵　卵白

　　　卵黄

小括

37．　 4 ． 61

：2，560

　 1．280

　　　　 牛乳 ， 鶏卵除去 に よ h 消 失 し，牛乳 の 再投与に

よ り出現 した ．牛乳 を ア レ ル ゲ ン と確定 ．牛乳 ア ル ブ ミ

ン ， グ ロ ブ リン に 対す る BDB 抗体価 が 著 し く高値 であ

っ た．な お 木例 は 既往歴 よ り鶏卵 もア レ ル ゲ ン であ る疑

い が もた れ る が ， 誘発試験は行えな か つ た．また血清不

充分 の た め， BDB 抗体価 も測 定できな か っ た ．

　 症例10 宿○勝0 　2才 ♀

　 乳児期栄養方 洙
』6 カ 月 ま で 母乳 と粉 乳 に k ろ混合栄

養．そ の 後粉乳 と山羊乳 による入 工 栄養．

　 現在の食餌　牛乳 3合，山 羊乳 1 合，鶏卵 ユ個等．

　 既往歴　3τ年 5 月 8 日 （10カ 月）種痘 を受げ，3 日後

より四岐に水疱を有 す る ス トロ ン ル ス 疹 が出現し ， その

後 11月 頃 ま で出没 し て い た．以 前 よ り，
四 肢 の 皮膚がや

す り紙様にざ らざ ら し，下腹部 ， 臀部に湿疹 を生 じて い

た．

　現症歴 38年 4 月 （1 才 9 ヵ 月）頃 より全身に ス トロ

フ ル ス 頻発． 6 月 29日 （2才）初診時所見 は ， ．四 肢，頚

部 に 発赤 を伴 つ た丘疹を，胸 ，脊部 に は蕁麻疹様の 盛 り

上 っ た 発赤 を 認 め ， そ の 他 ， 全身に ス 1・　P フ ル ス に よ る

色素沈飛が多数認め ちれた．水疱を形磯 してい る もの は

は っ き り認め ら れ な か つ た ．

　 ア レ ル ゲ ン 診断 　始 め 1週 間抗 セ 卩 ト ニ ン 剤 を用い ，

痰痒の軽減とす でに 娼現 して い る 発疹 の 消 退 が 鰓め られ

た が，ス トロ フ ル ス の 新彑 は 続 い た ．そ こ で 丁 月 6 日 よ

り牛乳，山羊乳，鶏卵除去を指示 した。翌 日 よ りス ト ロ

フ ル ス の 新生は著し く減少 した．しか し食餌 日誌を検討

す る と ， 加 工 品 を 時 々 摂取 して お り ，
ス トロ フ ル ス も 少

数 出現 して い た ．除去を厳絡 に 行 う よ う指示 し，2 週間

後 に は新生全 く認 め な くな っ た．1 カ 月後，鶏卵を投与

して 誘発試験 を行 つ た．2ri闇鶏卵撲取 を 続 けた翌 目 弼

よ り下肢に発赤 を 伴 つ た 丘 疹 が 出現 して 桜痒 を 訴 え，ス

トV フ ル ス の 初期 段階の 発疹 と診断 した ．

　BDB 抗体価 　　 　 37．　 IL 　5　 38． 6 ．29

　牛乳 ア ル ゾ ミ ン 　 　 　1 ：5120 　　 1 ： 640

　 　 　 グ ロ ブ リ ン 　 　 　 　 160 　 　 　 　 20

　 　 　 カ ゼ イン 　 　 　 　 　 160 　 　 　 　 40
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72− （200） 食 餌 ア レ ル ギ
ー

の 研 究

　 鶏蓼卩　昇摩白　　　　　　　　　　　　640　　　　　　2，560

　　　　 卵黄　　　　 　　1，280　　　 2，560 く

　 小 括　鶚卵，牛乳除去 に よ ．・消失 し，鶏卵再投与に よ

　り出現した．鶏卵を ア レ 1レゲ ン
．
と確定 した．鶏卵に 封ナ

　る BDB 抗 1 価；ま2 回 と も著 し く高纏 であ っ た．

　 症例11 小 ○透　9 ヵ 月 3

　　家 族歴　父，ピ 1丿 ン 疹．母 ，牛乳で下痢．

　 乳児期栄養方 法　出生 後 1週間 ， 産院に て粉乳を 与 え

　られた． 1カ 月ま で母乳，以 ｛麦粉 乳に よ る 人 工 栄養．

　 離乳状況 　4 カ 月 よ り集汁 ， みそ 汁．6 カ 月 よ り全熟

一卵黄．

　 現．在の 食餌　粉乳 900cc
， 全熟貂 1個 等．

　 既往歴　生憂 工ヵ 月で牛乳を 2 回 だ け与え た こ と び ち

　り，2 ヵ 月の 時扮乳の 代りに   乳 を与え た 処 t そ の 口の

　夕 方 か ら狸 紅熱 蟻 発疹を生 じた ．3 カ 月頃 よ り粘液，顎

　粒 の 多 い 緑色下痢便t：ts回 とな 夢，沽照をうけて も長 く

　続 い た．

　 現症 歴 　37fFτ月17Eヨ （8 ：々 月），「肖f匕イ｛良（Z）最 中 C・こ ，

　数「固の ス トロ フ ル ス 疹が胸 部 に 出 現 し，新 生 が 続 い た．

　　ア レ ル ゲ ン 診断　 2 ヵ 月の 時 半乳 を飲 ん で発疹を生 じ

　たこ と，頑固な 下痢を くり返すこ となどから牛乳 ア レ ル

　ギ
ー

を疑 つ た、牛乳除去，大豆乳使 眉 を指示 した ，ス ト

　 ロ フ ル ス の 新生 は 止 り，同時 に 長 ら く就 い て い た 下痢 が

　翌 日か らぴた りと止っ て 1 日 1 回 普通便が出る よ うに な

　つ た．約 1 カ 月 半，牛 乳 除 去 を続 ：すた後， 9 月 1 日 か ら

粉乳を与え誘発試験を｛fつ た．提与陽 始 10B 目 よ リス ト

　ロ フ ル ス が 出現 し，続 け て 投与して い る と ス ｝ ロ 7 ル ス

　の 新生 が 続 き，患児は 藏 f荐の た ’鐸匝販 を妨，ノられ不 気 嫌

　とな っ た，2G日 日よ り再 び 丁乳除去 し．t とこ ろ．2盛時闘

　後 よ り新 しい 発赤 は 消退 し，永 庖 で あ つ た 発 疹は 頂点

　に 辣皮 を 形成し始め ，
3 冂 後に は 殆ん．ど麪、i皮 のボンとな つ

　 た，

BDB 抗 15価

牛乳 ア ノレブ ミ ン

　 　 グ ロ ゾ 「｝ン

　 　 カ ゼ イ ン

　　 那 自

　　 卵黄

小 括
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，120 く
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．
こ出現 した ．

’
i・乳 を ア レ
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　　　　図 4 　症 飼11　小 O 透 　9 月ε

　　　　　　 ア レ ル ゲ ソ ；牛乳
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BDB菰 鉢価 　 　 シ童

辱乳ア痔アミン　i：2、5εラ
　 ゲロアリン　　 淫G
　 カ ゼ イン　 　 16β
鶏 卵 卵 B　 　 　 IE・o
　 　 陣 黄 　　 引 20く

っ た ．

　症例12 関 C・公0 　1 才 6 カ 月 早

　家族歴 　兄，ス トロ フ ル ス ．

　乳児期栄養方 法 　粉 乳 に よ る人 工 栄養

　既往歴　出生直後よ り唖吐 が 薪明 で，生後16日目当科

に 入 院精査 した 継果，通過障害 は 認 ゆ られ ず，合気淀 と

診断 さ れ．た ．4 ヵ 月頃 よ り しば しば下痢 ， 枢吐を く り返

した．

　現症歴　訂 準 8 月末 （9 ヵ 月）頃 よ り四 肢に ス ト卩 フ

ル ス ガ 出現 した．ユ2月 8 日 （ユ 才）種痘を行 つ た 後 に ス

トロ フ ル ス が 耆明 とな っ た ．12月13目来診時所見は胸 部

に ス ト ロ ン ル ス 疹と色素沈着を認 め た．

　 ア レ ル ゲ ン 診断　種痘 に よ ろ増惡 や 頑固な下 痢，卩区吐

の あ ろ t とか ら ！卜乳 ア レ ル ギーを疑 い 11・乳除去，大豆 粉
・

乳使用を指示 し、
ス トロ フ ル ス ぱ 消失 し た，除去 1 カ 月

後の 1 月20 嫗，衝乳 ユOGcc　2 回 投与した とこ ろ，翌 日躯

幹 に ス ト ロ フ ル ス で：毘現 し・，同 時 に 永様
．
ド痢を 起 した ．

吏に 1 月26 ［］｝こ 手乳 工OOCC　｛＝ 投 撃し・た と： ろ 5「1甜司後 に

rl
；痢 を 来 し翌 日 も 引 司粘 液水鎌便 が畠 た ．再 び 牛乳除 去

を銑 け，約 3 カ 月間 ス i・卩 フ ル ス は出現せ ず ，
卜痢も起

らな かつ ．セ．　4 「〕3D口 麺罰，誤つ て 牛乳 少 五tと ヤ クノレ トを

飲ん だ とこ ろ，そ の 夜 か ら綴痒 〜辷li斥え て 安眠 せ ず ，翌 朝

一L腕 と躯幹広こ標二多ζ貿）ス ト ロ フ ル ス を認 二うた，厳格に

牛乳除去 を指示 ナる ；
： とピ，に 繊痒1こ 対 し抗 セ ロ i・　＝ン剤

（ヘ リア ク ダ ン ♪ を 1亭 ｛｝し．宀二，’
｛迎1す て に痂皮形成，さ」始

i），新生 は 全 く只 られ ず ，　 引 ヨ後 1二は 痂 堤 の 一：；となっ

た． 3週 「曝後，言博；…；的 に 衝乳 6 菖 を丿く程冗乳に ee　：｝して 調

乳 して ケ．えた：と ： ろ ，
12時1劃後に ：ナ：アし夏／・水様 ド癒便 3

回，rl区吐 11 日 ヒt起つ た 6：ス ト v ノ ル ス の 出現は ！・Lt ら．iL，；

か つ た ，

　 BDBI ．・
’
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牛乳 ア ル ブ ミ ン

　　　　　　 1 ：1．280

　　 グ ロ ブ リン

　 　 カ ゼ イ ン

鶏卵　卵白
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1 ：2．560
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　 　 6402
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　 　 　 0802

，560

　小 括　下痢，啄吐を有す る ス トロ フ ル ス 症例．牛乳除

去 に よ り消失 し，再 投与 に よ つ て 出現す る こ と が 2 回確

め られた．牛乳を ア レ ル ゲ ン と確定．牛乳 ア ル ブ ミ ン に

対す る BDB 抗体価 は常 に著 しく高値であっ た．

図 5 　症例 12 関 ○ 公 0 　1 才 6月♀

　　　　 ア レ ル ゲ ソ ；牛 乳

3ア．δ．
9力目 fO巧月 1才 1才2h月　　　1オ4η月　　　1才6カ月

天 豆 粉 乳

る．

　現症歴　38年 4 月 （4 才）大腿に ス トロ フ ル ス 出現．

　ア レ ル ゲ ン 診断　鶏卵除去し ，
4 ヵ月間 ス 〉 ロ フ ル ス

は出現 しな か っ た ． 9月 より全熟卵を投与 した が ス トロ

フ ル ス は 出現 しな か っ た ．そ こ で 10月 よ り生卵を 投与 し

始 め た とこ ろ 3 日 目より下肢 ，臀部 に ス トロ フ ル ス が 出

現 し癰痒著明であっ た ．

　 BDB 抗体価

　　　　　　　38．　1．　28　　5．　2　　12．　19　 39．4 ，8
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　症 例13　森○達 ○

　現症歴

　 ア レ ル ゲ ン 診断

卵除 去を指示 した ．

2 才 S

　　　　　38年 5 月 （2 才） ス トp フ ル ス 出現．

　　　　　　　　 鶏卵 を濃 厚 に摂販 してい た の で ， 鶏

　　　　　　　　　しか レ食餌 日誌より，マ ヨ ネーズ ソ

ース を摂取 し て お り，ス トロ 7 ル ス も少数新生 して い た

事が 明 らか とな っ た ．除去を完 全に 行 う よ う指導し ， 以

後新生は全 く停止 ， 発疹は消失 した．ス トロ フ ル ス とと

もに 認 め ら れ て い た眼脂，録汁， 咳な どの 症状も消失し

た ．

BDB 抗体価

牛乳 ア ル ブ ミ ン

　 　 グ ロ ブ リ ン

　 　 カ ゼ イ ン

鶏卵　卵白

　　　卵黄

小括

38． 5 ．29

1 ： 640

　 　 40

　 　 10

　 　 640

　 2，560

　　　　鶏卯除去 に よ り消失 し ， 眼 脂，鼻汁 ， 咳 な ども

軽快 した．鶏卵を ア レル ゲ ン と確定．鶏卵に 対する BD

B 抗｛本｛酉が 著 し く高纏であ っ た ．

　症 例14　関○宗つ　 4 才 き

　家 族 歴 　妹 　例症 12　ア レ ル ギー
依質

L既 往歴昼昨年ら ス 1・U フ ・レ ス 旋・ り．1働 瀕 回 に 訴 え

100000　

　

　

48

噴
●1000004西

　

　

00

ρ
0

　

　

　

り引

1

　

　

　

1

1 ： 0，
1 ：10

　 0　　　 0

　 0　 　 　 0

160　　　 0

20　 　　 40

　　　　鶏卵除去に よ り消 失 レ ， 誘発試験は全熟卵では

ス トロ 7 ル ス 出現せ ず，生卵で出現 した ．鶏卵を ア レ ル

ゲ ン と確定 ．鶏卵に対す る BDB 抗体価 が 高値 で あ っ

た ．そ して 除去 に よ り抗体価の低下す る 傾向 が 認め られ

．た．

　症例 15　飯○裕　ヱ 才 6 ヵ 月 台

　乳児期栄養方 法　母乳 と粉乳 に よ る 混合栄養． 5 力 丹

よ り大豆粉 乳 に よ る人 工 栄養．

　離乳状 況 　7 ヵ 月 よ り全熟卵黄

　既往歴　 2 カ 月 よ り脂漏性湿疹 ， 3 ヵ 月より顔面湿疹，

下痢 し易い ．

　現症 歴　3τ年 5 月 （4 カ 月）四 肢仰側 と顔面に ス トロ

フ ル ス 多発 ．抗 ヒ ス タ ミ ン 軟膏 を 局所 に使用 し
一・

旦消退

するも， 1 ヵ 月半の 聞治癒 と新生を くりか え した ．

　 ア レ ル ゲ ン 診断 　6 月15 日 （5 ヵ 月半）来診時 よ り牛

乳 除去 ， 大 豆粉乳使用を常示 した．ス 1・ロ フ ル ス は 急速

に治癒 し ， そ の 後新生 しな くな っ た．便通 も規則 正 しく

な っ た ．そ の 後大豆乳 の他に，牛乳，鶏卵以外の食品で

離乳を開始 した とこ ろ ，
ス トロ フ ル ス が時女 出現 した．

しか し大 き さ も小 さ く短期間 に治癒 す る 傾向 で あ っ た 。

7 ヵ 月の時 ， カ ス テ ラ を与えた処 5時間後よりス トロ フ

ル ス 出現 し，翌 日 に 水疱 とな り数 日 後 に 消退 した ． 2 週

間後 に 再 び カ ス テ ラ 投与 し，翌 日 ス トロ フ ル ス の 出現を

認 めた， 4 ヵ 月間 除去を続け，ス ト卩 フ ル ス は 出現 しな

か っ たが，鶏卵，鶏肉投与に よ り再び発疹出現 した ．

BDB 抗体価

L
｛
：
＃Lア ル ブ ミ ン

　 　 グ ロ ブ リン

　 　 カ ゼ イ ン

鶏卵　卵白

3T． 9．12

　 1 ：20

　 　 　 20

　 　 　 20

　 　 　 10
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　　　 卵黄 　 　 　 　 　 　 　 　 10

　小括 湿疹，便性不定な どを ≠∫する ス トロ フ ル ス 症弼

で   乳，鶏卵除去に よ り消失 し，乏 れ らの 投与に よ り出

現 した．牛乳 ， 鶏卵が ともに ア レ ル ゲ ン であ ろ と確定．

BDB 抗体価は ，宰乳，鶏卵に 何れに 対 して も土昇 して

い な か つ たi ，こ れ 慧 除去 3 カ ．月後の 値で あ る た め
， 除

主 前の 抗体価 に っ い ては不明であり，診断的意義を論ず

る こ とは むず か しい と思 わ れ る．

　症例16　武つ朱0 　2 才孕

　飢往歴　前年もス トロ フ ル ス 署嗄O た め，牛乳除去 レ

大豆 昏乳を弔い て い る ．鶏卵摂取 さ制 隈 して い 7 ．

　現癨歴　芻 年 4 月 （ユ 才ユ  ヵ 月）全 享長卵を摂取 炭 ス ト

ロ フ ル ス 出現，5 月中旬 ア イス ク リーム と牛乳摂取 後再

び ス ト ロ フ ル ス 出現．

　 ア レ ル ゲ ン 診断　牛乳，鶏卵除去に よ リ ス ト卩 フ ル ス

は 著 し く軽減 した が，食餌日誌よ リパ ン ，キ ャ ラ メル ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　表 1

サ ラ ダ i ど 釦 ．L品OI摂取と関係 して 少数個 の 散発 炉 見 ら

れ た ．

BDB 抗依憊

∫卜甼Lア ノレ プ ミ ン

　 　 グ 卩 ブ 1丿ン

　 　 カ ゼ イン

鶏卵 卵自

　　 卵黄

小 括

138

．6 ，24

2，560 く

　 　 o

　 4 

　 ユ602

，560

　　　 前 年 よ IJ’牛乳，鶏卵 を 饑限 して ス トロ フ ル ス の

新生 ：まな か っ た が，牛乳，鶏卵 投 与 に よ り出現 した．牛

乳，鶏卵ガ ともに ア レル ゲ ン であ る と確定 した．牛乳 ア

ル ブ ミ ン お よび 卵黄に．婿す る BDB 抗体価 が と もに 著 し

く高値
一
ごあ つ た．

　　　　　　　 総括並びに 考按

　対象 とな つ た 16例の 中，問診，除去に よ る症状消失 ，

再投
H7 ：： よ る誘発を検討 した粒果臨朱的に 牛乳が ア レ ル

小 児 ス ト ・ フ ル ス 症 例
一

覧表

　 i　 i　 　 ；

令i宰撫 捕 ザ
B 　 D 　 B 　 抗 　体 　価 随 　伴　症 　状

症 　 例 　i年

　 　 　 　 …

　　 　 卵

　　 　　
一

皮 　鱒

白 i卵 　黄 ・

皮終 反応

　　　1
消 化 器 i呼 驟 器 1牛

　　　 i　 　 i
卵乳

11　小 　Q 透 … gヵ Al　δ　　牛 乳　　　2，560　i　　160　ユ60，　　16  　　　5 ，120く
．
卜　 痢

8 志 （）貴○
』

　 〃 〃 　　　　〃 　　　　2，560　i　　　80
．
320；　　　1G … i・ 麻 疹 雫

吐

弟

9 　町 ○ 在 01 才 1” i ” 2、560 …1，280
・」

　　　　　 ・＿ i
　　、

湿 疹 i−
　i 蕁 麻 疹 i

喘 鳴 i

12 関○ 公 C ．
1才 6 ・ 橿9　　　　　　　　　　 1

　　 1，280i
〃　　　　2．560　i
　　　 640i

　 0　 20．
〈 20

’
く 20i

　lO
．
　 0：

80　 2
，
560

640　　2，56G
80　 2，56◎

嘔 吐 ・
i下 　痢

6　根○　博 2才 4 ヵ 矧 ε　　〃 640　i　　　−．一
…　

− i2，560
＜ 20　i　　　　O ＜ 20i　　　　Oi2

，560〈
1
章乞燥奮」　1　 　 　 　 　 　 　 　 下

｛ 320 ｝ 湿 疹 …
痢 　曙　鳴 …（一プ（一）

3 　　柴 ⊂）厚 0 　@1：｝ノ　4 ヵ月…　 〃
　
；妻鶉亘β　i　 　640　L　　　IO　　IOI　2 、560 　 ：2 ．56

4　 商 ○繁 G1 オ6 ヵ 月 i ♀　　 〃　 　2 ，560　 0：　2011 ，280　12，56 下　

ユ 高 ○聡 1才1 ／ ヵ 月 3
〃 5， 1i

　 0羣81　§8i…；圭耋8Σ重　薯；圭
婁
8く乙湿　　 　… 輪

｝
鳴
；
（
一）

（一） 13
　
森O ○ ． 2 才 〃 　　　　 ヴ 6・10i　 4G　10 ：

　64 @2 ，56
鼻汁 ・咳

i ・眼套旨 @．IIO 　 靖 ダノ　 　 　 　 　ロ　
ノ 　 　

　 　

ノ

　 　1 11 訓

一 ：　 一　一　　40
　O 　20

@64D　　 　　舮…5
，
？
≡｝8〈盞…巽…護窘

．肋ド　 　痢　　喘 　

鳴
ユo 　 宿 c ． 勝． つ

12 　石○ 雅 02 才

阜  ユ4　「 ｝90 宗04 才 　 　5，
01

　160 ／ 60 ’　640 ／i　　 0i　20　40．ユ，280
萋i：蕁暮8　　1蕘i 燥型覆 さ：　i　・厂　

　
2，560＞1　　80．

G
．　　 32

@2 ，

0

鼻汁 眼

…

〃

f
〆

‘

ユ8

001
0

0160 40 崖
　
痛 16　武 驕E つ ・ 才　i 宇： 拠：2・5

・〈i   ，401 　160 … 　 C56   15 　 rひ　

2
才 4ヵ川31 ” 20i 　 2@20

1
CJ 「．… ・
ｲo ． 3 才 3

段1 　　　　 　：
V 　

　3201 　　
　
　 　 d

Gl　40 ：　ユ60@i10 一愚＿
塵

．
| ． f 痢喘 鳴 16

灘辮 i暴ら！ 1 … 喘 　 鳴i （一） i （ 一 ） 　　 　 ［ 　　 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

鈴 　木　政　子 75− （203）

ゲ ン
．
であると確定され た さ2）5 艇，鶏卵力▽ レ ル ゲ ン で

あ る と確定 され た も⊂） 8例，牛乳 と鶏卵 の 両者潜 ア レノレ

ゲ ン であ る と薩定 された亀の 3例であ っ 之 ．

　 1． 除去 の 効果 に つ い て

　 除 去 の 効 果の 判定基準は 1）　出現 して い ろ個疹の成長

停止お よ び消失 ， 2） 発疹の 新生停止の 2 点に 拠っ た．

全例に 除去 に よ ろ効 果が認 め られた ．成 書
蹴

に よ れば ス

ト ロ フ ル ス の 個疹は数 日乃 至 2 週間 の経過で自然治癒す

る と述 べ られ て い る が，著者の 対象と な つ た 例の 多 く

は ，く吟返 レス ト ロ フ ル ス が 生 じて い た もの が ア レ ル ゲ

ン 除去に よ り自然経過よ ）も急速 に 消失 し，完全に 除去

して い る期間は貯発季節でも発生 しな か つ た．こ の 二 と

1ま除去に よ る効 果 と判定して よい と考え られ る，しか も

効果の 現れ方が 急速で，表 2 に表す ご と く大多数が 除 去

の 翌 日 か ら新鮮 な 発疹 が消失 し，水庖 は 緊満度を失 っ て

頂点に 疵皮を形成 し始 め
， 3 日目に は癖皮 の み とな り，数

日 綬に は色素沈 蔚を 残 して 全治 した ．また ス トP フ ル ス

に 合併 してい た 下痢，鼻汁 ， 咳嗽 ， 湿疹などの ア レ ル ギ

ー
症状 も除去 に よ っ て 同時 に消失また は 軽快 して レ・た こ

とは ，こ れ らの 韮状 が ス トロ 7 ル ス と同
一

の ア レ ル ゲ ン

に よ つ て 出現し て い た もの と推定 され，食餌 ア レ ル ギー

に お ｝ナる症 状 の 多 様性 を 示唆 ナ る事 実 と して 興昧深 い ．

　 2・ 再 投与 に よ る講発試験 に つ い て

　誘発試験は 著看 が 計画的 に投与 し た 場 合 （計画的誘

発）が ユ2例に っ き14回，除去期閻 中 に 患者が 誤 つ て摂垠

した場 合 （偶発的誘発）が 4 例｝こっ き 蔓 回 で あ つ て 計18

回 であ つ た．症綴の 中に 1ま誘発試験 を 2b ．nm’上行 つ て ア

レ ル ゲ ン を
一
層確 実 に 診断 し得た 磨 もあ つ た ，ま た症 例

5 の 如 く， ビ ス ケ ッ トや カ ス テ ラの j：うな加 工 品 では 発

韮 せ ず，牛乳そ の ≠：の，鶏卵モの もの を摂取 した と き に

ス ト ロ フ ル ス の 拙 現す る 例 もあ っ た ．更に 症例 ユ4の 如 く

全 熟卵では 発症 せ ず 生 卵 に よつ て ス トロ フ ル ス の 出現す

る 鵬 あ っ た．こ 〜忌 羽 漁 まア レ ノve ン の 量 や，加工

；
一
：　］
．
る 抗 原 性 の 変化 に っ い て 考え させ る もの であ る．

　再投与後，ス y 卩 フ ル ス の 畠現 して くる ま で の 期 問

は ，表 3に 示 す如 くそ の 冂の 中ゴ 3 例に っ き 3 回
， 翌 日

r．： B 例 に っ き101r「tで大 部 f’；” ！
’
占：ウ， 2 日以後 1  日 ま での

湖 に 出 現 し て 裏 た もの が 5 同 であ っ た ．

　そ の 日 の 中に 発 疹 の 出現 して来 た 3 例の 中 2 例は、孵

投与後 4，5 時闘ですで に療 痒 と濫［斑 が出現 し始 め
， 反

応 の 速 し例 の あ 乙・二 ．辷を蜘 ），”C．一
方 ア レ ノげ ン t、・，t”（凵

乃 至 10 日罵銃 け て摂 取 した 使 漸 く発疹 が出現 して くろ ぼ

応 2）遅 い 鰐 もあ ろこ と之二・がか っ た．

表 2　 ア レ ル ゲ ソ 除 去 に よ り 効 果出 現 ま で

　　　の 期 間 （9例）

期　　間 　　 翌 　　 H2 日　 　 3 日

側　　数 6 ウ」

表 3 　7 レ ル ゲ ン 再 投与 に よ る 症 状 出 現 ま

　　　で の 期 間 （13例、18図 ）

ユ

　

躙 …詔昂：翌 日 12 日
13

日 i・ 日 il？ii・・日

鴫 ・ i・・ − iii ・ i ・
…

1

　 発疹 は まず 紅斑 乃 至 蕁麻疹 様で．療痒 に 共に出現 し，

翌 日に は 丘疹となっ た．ア レ ル ゲ ン 投与が 1 日阪 りであ

る場 合は 発疹は水疱形礎に 至 る こ とな くその ま 》 消退 し

始 め るこ と もあ る が ， ア レ ル ゲ ン 投 与を更｝こ続：ナた場
・
合

は水疱を形較 し， 別 の 部位に も新生ガ続いて 患者｛ま緩痒

の ため不気嫌，不 眠 を 呈 し．て 来た．こ れ らの 症 状は ア レ

・’L　V ン を除去するこ とに よ り，翌 日 よ り消退 に向うの が

認め られ た．

　 再投与前の 除去 の 期閥 は 短い 例
・
ぐ5 日 閥，長い 釧では

3 〜6 ヵ 月であ っ た が，何れの 場 合で も再投与に よ り誘

発 された．こ の こ と；9 ス ト P フ ル ス オ竜食餌 に よ う感 作 の

強い 疾患 で あ る こ と を思 わ せ る ．か つ て Rinkel ら
2D

は

ア レ ル ゲ ン 餘去綬 1 〜2週閥 か食餌に 対す る感作度の高

ま る時期で，こ の 期問に 誘 発 試 験 を行 うの び 望 ま し い と

述 べ て い る．しか る に 著者の 症 剛で，1 カ 月以上 3 〜6

カ 月の 除去 後 に ヰ誘 発 び 認め ら れ た 事実は，ス トロ フ

ル ス が 食餌 ア レ ル ギー
の 中 で も　【nasked な状態よ りも

manifest な状態 か 持続 し易い 疾 患 と推定 さ せ るもの で

あ る．

　3・ 他の ア レル ギー
症状 との 関係に つ い て

　 対象とな つ た 小 児 ス トP フ ル ス 患考の 1昌」診 や 経過観察

中に，ス トロ フ ル ス 以 外の ア レ ル ギー症 状 と思 わ れ る 諸

症状を認め る こ とが 非常に 多 か っ た．16例中ス トロ ソ ル

ス 以 外の ア レ ル ギー
症状を 認め た 1．の 工4例，認 ゆ られな

か つ た もの 2 例 で あ っ た．症状 と して は 急性湿 疹 ， 乾燥

型湿疹，蕁麻 疹 等 の 丿黜 覧症状 を 8 紺に ， 下 痢，岻吐 ，腹

痛等の 消 廻 惜症 状 を 9 蒋1に，9iL｝鴨，咳嫩，鼻汁等の呼毀

器 症状 を 8 例 に 認 の ， 1人 の 患者 が 2
， 3種 の食餌ア レ

ル ギー症 状を呈すろ こ と もあ つ た ，

　こ れ ら ス ト P フ ル ス 以 外 の 語症状 と ス 1 ロ フ ル ス の

消長 との 関 係 に っ い て 1ま
，

ア レ ル ゲ ン 際去に とる効 果が

ス トロ フ ル ス の 軒 快 凝 ） 1く］”．a ，再 投与に ｝：る捌 ’七の

出 現 も ス トP ソ ル ス k り早い 蜘 ゴ1ユを 示 す 症 状 と， 逆 に や

1 遅 れ て 現われ 乙症状と が あ る よ うに，に！われ た．前哲 に
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属す る もの は 嘔吐 ，下痢であ り，後者 に属 す る もの は 湿

疹 で あつ た ．しか し何れの 鳩合でも，症状 の消退お よ び

発現が ス トP フ ル ス の そ れ と平行 して い た こ とは ，ス ト

卩 フ ル ス と同
一

ア レ ル ゲ ン に よ っ て現われて い た こ とを

示 唆す う もこ）と思 わ れ る ，

　Walzer らは36阿 に っ い て 検討 した 結果 ，患 者 自身 に ア

レ ル ギーの 玩往の あ る もの 竚 ％，家族歴 に ア レル ギー
が

あ る もの 47％ で あっ た と述ぺ て い る．また 青木
Z」，Pri・

mo
‘｝
らは 昆虫ア レ ル メ ーの 立場か らやは リア レ ル ギ ー

素

因 が 強い と述べ て い る．一
方食蘇ア レ ル ギーは あ らゆ る

器官 ， 組織に症状を現す こ とが 鶏 られ て お り， 従 つ て 食

飯 ア レ ル ギー
患者が同時 に あ るい 憶交互に 二 っ 以．Lの ア

レ ル ギー症状 を 呈す る こ と：ま充分あ 1｝得るこ とであ る，

表 4 　 f皀の ア レ ル ギー症 状

他 の ア レ ル ギ
ー

症 状 を 謎 め た もの 14例

隻 膚 症 状 i 湿 疹

（8 例）　　 i　葦乞燥 型 湿 疹

　　　　　 i 屍購 疹

　　　　　 ，跖 膜 皮 膚眼 症 候 弾

422

り臼

消 化 器 症 状 i 下

（9 例）　　 i 嘔

　　　　　 i 腹

痢
吐

痛

口 角 び ら ん

喘

咳

鼻

状症

）
器

側

吸

8
呼

（

7卩
211

．
鴫

験

汁

そ の 他 （眼指）

内
b122

他 の ア レ ル ギ
』
症 状 を 認 め ぬ もの 2例

　4． 皮膚反応との 関係につ いて

　16例中 3例に，牛乳 お よび鶏珊 抗賑 に よ る皮膚反応を

試 み た．抗原に は Hollister−Stier　 Lab の もの と，自製

の ア セ トン 処理 航原 とを 侑い た，何れの 抗原 に 対 しても

3例 と も陰性で あ っ た．Urbacli ら
m

も述 べ て い る 如

く， 食餌ア レ ル ギーに お い て は 「ミ膚員応の 診断的価値は

一
般 に低い とされ て い る．食餌 ア レ ル ギーの 中では 気管

支喘 息でわ ず か に 皮需反 応の 陽性 率 が 高い と述ぺ られ て

い る
ヒ：｝2：：

に 過ぎな い ．当教室の ア レル ギー
外来に お い て

乳 幼児の 食餌性瑞息患者に つ い て 行 つ た1ヒ膚 反 応 の 成 績

で ζ ほ とん ど陰性 で あ つ た．

　 ス トロ フ ル ス に お い て も種た な 食餌抗原 に つ い て 皮内

ムイ応 か 試：ウ られ て い る
L：’−ulT）

が
’
、蹣

1
〔：ま

一
定 して お らず，

Cocaty 亀述ぺ てい る如 く食餌ア レ ル ギーに お い て は

Reagln 型 の 皮鱒反 応 を呈す る 鰯が 少い こ とL・：うか が わ

れ る．

　5・血清 BDB 抗体価との 閲係に つ い て

　fE餌 ア レ ル ギ
ー一

：・二才；tすε1血τ｛勹：ミ食耳釦t｛仁逗）鬟廷鼻翼二LYS　−」
」
る

業蹟は ，tSlore！｛］

以 来 補体結 合 更 応 ， 沈降反 応
15 ｝！G ］，タ

ン ニ ン 酸処 理赤血 球凝集更応
26 ｝37 澗

などに よる成績つか

な り多数報告さ れ て い る．著者 は BDB 法に よ つ て検索

した．

　牛乳 が ア レ ル ゲ ン であっ た 5例：ま，年令が 9 ヵ 月か ら

2 才
．4 ヵ 月 ま でであ り．全例IC　”F乳 抗体が 証 明 さ れ ，特

に 『卜乳 ア ル ブ ミン に対ず る抗体 が 著 し く高篋であ っ た．

す な わ ち 牛乳 ア ル ブ ミ ン 抗体価 は 1 ：25604 阿，1 ：

640　1 鰐であっ た．症例ユ2は 倒軽過中 3 同 抗俸価測 定 を

行 い ，第 1 回 1 ；1280，第 2 回 1 ；2560 ， 第 3回 ユ ：

640と常に 高値であっ た ガ ，第 3回 は 3 カ 月聞 牛乳 除 去

後に測定 した もの で 低下す る傾向 が認 め られ た．牛乳 グ

ロ ブ リン 抗体価 は 4 例 に っ い て測定 し， 全洌に 証明 され

た が 全体と して ア ル ブ ミン よ り低 い 薩であ っ た，カゼ イ

ン 抗体価：ま 3甥に つ い て測定 し， 全鰐に証 明 きれ，グ ロ

ブ リ ン とほ ぼ 鰯様 の 1直を示 した．牛乳 ア ル ブ ミ ン ：こ対 す

ろ抗惨僑 は ＝ 友
19 ；

の 報
・1　F，一に お け る年令別抗体価分布 の 高

い 部 分 に 属 して お り 脚 発塗 と何 ら かの 関係 を有 す る 屯 の

と撻 定 され た．

　鶏卵が ア レル ゲ ン であ つ た B例は ，年会は 1 才 9 ヵ 月

か ら 4 才 ま でであ り，全例 に 鶏 卵抗 俸が 高 値に 証 明 きれ

た ．卵白抗体価は 1 ：5120〜 320に 分布し．卵黄抗体価

は 1 ：5120〈〜 160に 分 布 して い た．卵白．卵黄と も そ

の 抗体価は 三 友の 報 1｛；・に お け る 年令別抗体価 分布の 高 L−、

部分に 属 して お り ， 発症 と関係 蔦 る もの と推定され た，

症例14で ：ま豹 1年開鶏軅除去 を続 げ た結果、卵 lll抗体価

炉 1 ：ユ280−・e、卵黄抗体価 ガ 1 ： 160− 40 に 低 下 し

た ．

　牛乳 お よび鶏卵 が と亀 に ア レ ル ゲ ン であ つ た 3倒は ，

年令 は 2 才か ら 3 才 3 ヵ 月 までであ り，全倒に
’
卜乳お よ

び鶏卵抗俸を 証明 した．1例は 牛乳 ア ル ブ ミ ン と卵黄 に

対 し 1 ：2560を 示 し 著 し く高値であ っ た ．1 倒は i卜乳 ア

ル ブ ミン に対し 1 ： 320，卵白，卵黄 に 対 し 1 ： 16Gを

示 しや エ 高缸であ っ た ．強 る 1 倒1ま  乳 ア ル ブ ミン に 対

し 1120
， 鶏卯Z）両巳こ分 に 対 し 1 ；ユ0をカモし高値で ；まな

か っ た が ，
こ れは 除去 を 3 カ 月続 け た 後の 鮫 で あ る た

め ，診断的意義と緋 び r
丿 けて論ずるこ とは不適当と思わ

れる。

　 以 ヒの 如 く臨床的 に 牛孥1が ア レ ル ゲ ン で あ ろ と確定 さ

れ．た 例では 牛乳抗捧価 が 高 く，鶏卵がア レ ル ゲ ン であ る

と確 定 され た 例では 鶏 翔1抗体 が 高 く，牛乳 お よ r戸鵑卵 が

ともに ア レ ル ゲ ン であ る 辷磁1定 され た 例で；ま， 除去 3 カ

月 に灘定 した 1鋼 を i恥の ては 両 汚の 抗 i樋 ｝liが 高 く証明 さ
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れ た，こ の事実は食餌 ア レ ル ギ
ーの ア レ ル ゲ ン 診断に i虹

清 BDB 抗体働 哨 用であ るこ と を 示唆レて い る・抗体

価測定は，多 くの 場合症状 の 発現して い る時 期 に 行つ て

い る が，一
部の 症例では経過を追っ て 2 ， 3回 瀏定 した

結果，ア レ ル ゲ ン を除去 して い る と低下す る啄向の あ る

こ とガ 認、・め ら〉れ た．

一
方 ， 牛乳 が ア レ ル ゲ ン で あっ た例 章こおい て も鶏卵抗

体価 S：高 く，鶏卵がア レ ノげ ン であつ た例に お い て も 牛

乳抗体価が 高 く証 蜩 さ れ る傾向が認め られ た．こ の こ と

は ， 症例11，12等が ， 年長 に な るに 及 ん で牛乳を畭去 し

て い て もス ト ロ フ ル ス や下痢 な どを 出現する よ うに な

り ， 鶏卵が かな り関係深 い こ と が わかっ た が ， こ れ らの

例は 始め 鶏卵を摂取 して も ス ト ワ フル ス の 出現 しな か つ

た時期に すでに 牛乳抗体 と ともに鶏卵抗体が高値に 証明

されて い た の であつ て ， 現在 ア レ ル ゲ ン と確 定 し得ない

食餌でも BD 蹴 体価が高い とい うこ とは 何 らか の 契

機 があ れ ばそ の 食餌に よ リア レ ル ギー症状 を発症 して く

る準備状態に あ る もの とも解 さ れ よ う。

　6． 小児 ス トロ フル ス と食銀 ア レル ギーと の 関 係 に っ

い て

　小 児 ス トロ フ ル ス の 病因 と レて ，食餌 との 関係を論じ

た報告は か なり古 くか ら見出 され て い る．Urbachi3⊃ は

ス トP フ ル ス の 2％ 倒中28％ に食餌過敏状態を認め た と

述ぺ ，Sidllcki2）
は種・ぐ な 食品の 皮内反応 を試 み ，反 応

が 陽性を呈 した 食品を除去するこ とに よつ て効果を 認め

たもの が 多 く，
ス トロ 刀 以 の ？5％ が食餌と関係が あつ

たと報じて い る．我国で も上林
3
皆ま鶏卵に対す る過敏性

を証 明 し， 鈴木 ら
］瑚｝は 卵白とカ ツ オ の ナ マ リで賃内反応

を行 い，17例中 6 例 に 陽性 を 示 し．中でも 2才の 1 例が

皮内反応陽性 と と もに シ ョ ッ ク 鎌瘋 状 を 呈 レた こ と を報

告 して い る，ま た 中凵」 ら
ISI

は HoUister−Stier　 Lab の食

飯性抗原で皮内反 応 を行い ，75例中28例 が陽性で，そ の

中1G倒は誘発試験も腸性であ っ た と述ぺ てい る．

　・こ の よ うに 食餌 と閨係深 い とする報告 が多い
一・

方，食

餌 との 関係に否定的 な 成績も報告 され て い る。すな わ ち

Corson’e）

は 牛乳 と卵白で乱切に よ る皮膚反応 を行 っ た

が 多 くは 陰性 であ っ て ， 食餌制醸 に よ り症状の 聾快 を見

な い と し s 宮崎
1b

， 西脇
1の

も卵白で ア ル サ ス 反応お よ び

尿 プ ロ テ ア
ー

ゼ 反応を 試みた が 全例陰性であ っ た と述ぺ

て い る，

　 こ れ ら否定的な 報告 に お け る皮 1苒反応陰性は ，上 述の

よ うに 戻対の 根処とはなり爆な い ．ま た閥診 ， 経過観察

が 必 ず し も充 分精細 に 行 つ て あ る か ど うか 検討の余地 が

あ る よ うに 思われる．著者 は精細な問診 と， 食餌 B 誌の

検討 ， 注意深 く行 っ た 除去お よび誘発試験に よ り食餌と

の 関係を明 ら か に し，ア レ ル ゲ ン を確定 した．更に ア レ

ル ゲ ン に対す る 血 中 抗体 を BDB 法で測定 し．ほ とんど

全例 に高い 抗体価を証明 した・

　臨床上 に現われるア レ ル ギ
ー

症状 は ， 抗原抗体反応 の

み君ま説明 しきれな い 複 雑 な現象であ る．従っ て 血中抗

体価 が高い こ とがそ の ま y 発症 に結びっ くとは 限 らな い

で あ ろ う．そ して 著者 の 証 明 した BDB 抗体 の 本態に っ

い て もま だ充分解明 さ れ て い な い ．し か しな が ら血 中抗

tStsの 高 い 状態拭 瓣 撒 授 の ア レル ギー発症 二 段階論

11 ｝に お け る発症準備状態 ， すな わ ち
一

た び掬嗣機構の 確

縫 が起れば発症 し得 る状態を 示 して い るの では な い かと

考え られる．ま た現在 ア レ ル ゲ ン で あ る と確認できな か

っ た 食餌に 対 して も BDB 抗体が上昇して い た こ とは ，

食鱈ア レ ル ギーの 症 状 の 多様性，抗原 の 移行性等と関駢

し，抑箭機構の 複雑 さ を 示唆 して い る と思わ れ る．

　終 りに，食蟹ア レ ル ギ
ー

以外の 小 児 ス ト P フ ル ス の 病

因に っ い て，い さ さ か 考察 を加えた い ．胃腸障害との 関

係に っ い て，土肥
6 〕 は 下痢 ， 便秘などが 本症を惡 化 させ

る と述 ぺ ，西 脇
5 ｝

は 本症患者の 7．96％ に便秘 ， 下痢，胃

腸障害を認 め ，
上 桿

｝ は 胃腸障霽の 際 に 生 ず る腸内物質

が 本症 の発生原因で あ る と述 べ ， 賀川
7）

は本症 に しば し

ば胃酸欠乏を見て ，胃酸欠乏に よ つ て食餌性 ア レル ゲ ン

が 消化不 充分の ま ま吸収され，食餌 ア レ ル ギ
ー

を 起すこ

とに よ る と考 え てい る．著 者 は，症例 1L 　12に 示 した ご

と く，下痢， 嘔吐などの 消化 器症状 が ，ス ト ロ フ ル ス の

ア ン ル ゲ ン であ る食餌 の 除去，再 投与 に 際 し，ス トロ フ

ル ス と平行 して消長し ， 時 には 変代して 出現する の を見

た ．こ の 様な 事実か ら ， 胃腸障害 は 本症 の 原因であ る と

い bよ り， 本症と同
一の ftpmア レ ル ギー機転 に よ る症 状

の
一

っ と考え られるこ とが で き ろの では な か ろ うか．

ま た 症例 1 ， 5に お い て イ ン フ ル エ ン ザ ワ ク チ ン 接種後

に ス ト P フ ル ス の 発症を認め た．著都 まこ の 事 実 に つ い

て，イ ン フ ル エ ン ザ ワ ク チ ン が孵化鶏卵を 培地 と して 作

られ て い る こ とに よ り。 鶏卵 ア レ ル ギ
ー

の 機転 も考 え ら

れ る の では な い かと推完 して い る．

　 種痘 と本 症 との 関係に つ い て は 従来か ら深 い 関係が認

め られて い る
5｝ が ， 著者 は イ ン フ ル エ ン ザ ワ ク チ ン の 場

合 と同鎌に ，痘苗に 含 ま れる黴量の 牛成分 が 牛乳 ア レ lv

ギ ー
と関 駢 して 木 症 の 発 症 に あ ずか る可能性 もあ るの で

は な い か と
．
考え て い ろ、

　 昆虫刺症 との 関係 に っ い ては Gordont ）
， 青 末

a｝
， 1疲
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　辺
二

  P ・im。
“

ら．t；E 虫ア レ ル ギー
○ 立場 か ら軸 して

　い る．確 か に 昆虫刺症 に 続発 した 辷思わ れ る 本症 もあ る

　黄 潴 ら：：−tLれ らの 中に餌 ア レ・レゲ ン を摂取中1ま昆

　蝋 症か らス Fp フ ル ス を 発症 し鵠 二
， 食餌 ア レ ル ゲ ン

除去後；ま融 刺症 を うげ て も 尉 ・・ フ 厭 を発症 しな く

　な つ た 症阿を経験 してい る1 昆虫刺壅に よつ て ス トロ フ

　
ル ス が発症する場台に は ，毘虫 ア レ ル ギー

それ自身の み

　で鍵 す る場合 もあ ろ うが．そ の 基癬 こ鰯 ア レル ギ
＿

　ぶ存在 して い る場合もあ る と思われ る．

　　気賦 との 開係に っ い て は 西 脇
5工

出辺
窮

らの 精細な報告

　が あ り，西脇1ま蔀 よ D 初夏に 至 る壌り 気 温 が，本症 発 症

上 の 好条件と齣 ，患児の 体質盈 え鰍 の ア ン チ ゲ ン

　な ど に 憂 ；きし 易くな っ て本症 炉発現す るの か も知れ ぬ と

　述 べ て い る．著者の 示 した症 f9］で，ア レ ル ゲ ン を 除 去 し

　て い る と好発季節 で も ス トロ フ ル ス び発症 しな い事実か

　ら気候は 原因 その もの で は な く，誘因であ る と考 え るの

　が 妥当と思われ る．

　 鱸 難 に 続 発する ス ト・ フ ル ス に っ い て も ア レ ル

　ゲ ン 除去後 に は発熱 して も ス トロ フ ル ス を 生 じな か つ た

例 を経験 してお り，継 疾慰が 繊 働 冑の 職 と して誘

因 を な して い る もの と考えられ る．

　 以 上の 如 く．ス トロ フ ル ス の 病 因 と して 挙 げ られ て い

　る諸因子の 中では 、そ の 原因 と して最も重要な意義を占

め るの は 食餌 ア レ ル ギー
で あ り，他 り 多 くは 誘因と して

の 意義を有す る もの と考察され た ，

　　　　　　　　　　結　　語

　以 上 小児 ス hp フ ル ス の 乳幼児16例に つ い て ． 餌 ア

レ ル ギー
の 面 か ら険 討 し，次 の 3点 に っ い て 結 論 を 得

た ．

　
1・ 牛乳お よび鶏卵を ア レ ル ゲ ン とす る 食餌 ア レ ル ギ

ー
に よ る こ とを問 診，食餌 日 誌，除去に よ る効果，再投

与に よ る誘発 に よつ て 臨床的に礎 した．

　2一 圏 撒 ぴ鶏卵 に 対す る血 中ま虎纐 を BDB 法に

よ り測定し，ほ とん ど 全傍がそれぞ れ の ア レ ル ゲ ン に 対

し高 い 抗鰤 を示 L ， BD 蹴 体価：s7 レ ・げ ン 診 断 に

有用と思わ れた．

3・ ア v ・’vv ン と確定 で きな か つ た 食餌｛こ対 し て 鏑

蹴 贓 を 示 篤 の が あ っ た．こ の 場 鰻 に そ の 鯔 も
ア レ ル ア ン とな る こ とが多 い 傾向を認め走．

本激 の 鞭 1紹 鰡 年ユ0聯 12酬 本 。 ． 、レ ギ．学

会総会 に お い て 報告 し た ．

御騰 な 獅 指 導 と 嫐 閲 鰯 つ た 鮒 教授鰥 く感

讖 し ま す・・ た 極 ・ 鋤 言 頓 ・ 臙 擁紡 鰤 ・ 感

読致 し ま す．
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    Immunoserological  Studies on  the aause  of  Death  in the  intestinal Obstruction

                    on  the  intestinal bacilli, espeeially  on  E  coli

 Aldro  Shirota, Hiroyuld  Hatteri, Masahilco  Onda,  Kiyohiko Yarmshita,  Tsumoru  
Shiba

                          Hiroyasu  Kato  &  Kazuo  Tomita

                Dept. of  Matsukura  Surgery  (Chief: Prof. Saburo  Matsukura),

                         Nippon  Medical  Scheol, Bunkyoku,  Tokyo

   The  authors  studied  immuneserologically en  the camse  of  death in the  int.estinal obstructlon  and

the  following results svere  ebtalned:  .

    1) E. celi  group  of bacilli were  found te be increased in the closed  1oop of  the intestlne and  
asci}es

of  the  patients and  dogs of  the  intestinal obstruction.  However, in the  dogs adrninistered  
Furamycetm,

the  incteasing number  of  E. coli  was  inhibited the histopahological changes  was  also  slightened  
and

 
the

survival  time was  remarkabel'y  prolonged.

    2> Macro-molecular substances  such  as  endotoxin  and  DNA-fraction of  E, coii were
 
de.monstrated

                                                                             How-
in the blocKl and  ascites fbllowing to the process of  the patients and  dogs Df  intestinal okstructaon.

ever,  in the cases  administered  Furamycetin the appearance  of  rriacro-molecular  substances  of  E. coli  was

clearly  inhibited.

    3) Acetylcholine  and  catecholeamine  was  demonstrated to  be increased in the  blood of  
intestinal

obstruction,  however in the  cases  administered  Furamycetin theincrease  of  acetylcheline  and  catechela-

emine  content  in the  blood was  also  inhibited.

    5) Protective efllect  of  antihtstamine  (Pyribenzarnine), antl-serotonin  (Cypreheptadine), 
a"tl-plasnyin

{Transamlne) and  anti-acetylchol;ne  (Atropin) drugs againt  the challenge  of  lethal endotoJup  
to

 
rmee

were  investigated and  the most  protective effect  was  demonstrated in the atrepln  treated  mice.

    These results  suggest  that  the remarkable  increase of  acetyIcholine  in the bleod of  the  intestinal

obstruction  rnay  be closely  related  to  the  appearance  of  macre-molecular  substances  of  
E.

 coli.

                             Studies en  Food  Allergy

  M.  Clorrelation  between  food  alletgen and  bisdiazotized  bemidine  hemagglutination

                 titer in sera  ef  the patients with  paptrlar  urticaria

                                  Masalco  Suzul[i

                 Department  of  Pediatrics (Director: Prof. Tarsuo  Matsumura)

                      Gunma  University SchcK)l of  Mcdicine,  Maebashi

   Sixteen patients, from  9 months  to 4 years old,  with  papular urdcaria,  were  investigated clinically

and  serolegically  from view  point of  food allergy.

   Firstly, fbod allergen  responsible  for the  disease was  suspected  from food diary and  history of
 
the

  ,patlcnt.

    Secendly, elimination  and  provo6ation test on  the suspected  fbod allergens  were  carried  
out.

    Thirdly, antibodies  in patients' sera  to hen's egg  and  cow's  rnllk  were  determined by Bis-dlazotized

benzidine  hemagglutnation  test (BDB test).

    I) In all sisteen  cases  impravement  of  the  symptom  was  observed  after  elimination  ef  the  
ftK)d

 
aller.

gen that  is the  appearance  of  new  eruption  was  preventccl almost  complete!y  after  twenty-four  hours and

the  symptoms  weTe  disappeareti thereafter.

    2) Following  ingestien of  the  food allergen  the  symptoms  began to appear  within  tsventy-four hours

in most  cascs,  Erythema or  Urticaria accompanied  by itching was  induccd within  twenty-four                                                                              hours
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further

 
administration

 
of
 
fbod

 auergen,  the papule deveioped
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s>Tdrome,

 
diarrhea,

 vomlting,  wheezing,  nasal  and  ocular  discharga Their course  ran  almost  parallel
 

with
 papular  urtlcaria  by elimination  or  a(lrninistration  of  the fbed allergen.
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